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MES（製造実行システム）のデータと連携して
工程進捗を「見える化」した事例

株式会社アドバンテスト（半導体・部品テストシステム事業材）
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株式会社アドバンテストは、半導体が正常に稼働することを検査するための装置
「半導体テストシステム」の製造を手がける企業だ。IT機器の普及に伴って急速に

発展している半導体の開発に対し、その検査に必要な機器をタイムリーに提供で
きるのが同社の強みだ。
常に時代の最先端をリードし続けてきた同社で課題となっていたのは、「帳票の電
子化」と「進捗管理の見える化」。これらの課題に取り組むにあたって、i-Reporter
とそのファミリー製品・i-Repo Projectを導入した。MES（製造実行システム）の
データとの連携により、工程のスケジュール管理と実績記録をシームレスに行え
るようになり製造プロセスの進捗が正確に把握できるようになったという。

弊社は半導体部品のテストシステム、半導体を試験するための
装置を製造しているメーカーです。最近では自動車の自動車運
転など、半導体の用途がどんどん広がっています。そうした半
導体を製造するメーカーに対して的確に、タイムリーに追随し
ていくことが重要だと考えています。

半導体の分野では、製造した製品のうち品質基準を満たした良
品の割合、いわゆる「歩留まり」がメーカーのコストを大きく左
右する主な要因です。歩留まりを的確に試験できる装置を我々
が提供することは、お客様にとって非常に重要な意味を持って
います。

YouTubeでインタビュー動画を公
開中！実際の活用事例や効果につ
いて教えていただきました。

生産企画部部長

野村 祐氏

i-Reporterとi-Repo Projectの合わせ技で
製造プロセスの予実が常に把握できるように！

抱えていた課題・導入後の効果・今後の展望…詳細は次ページへ
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CASE 5 株式会社アドバンテスト
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毎朝「進捗会議」を開き
工程表と帳票を照らし合わせて進捗を確認

MES上で生産計画と実績情報を組み合わせ
製造工程の予実を常に把握できるように

離れた工場の進捗把握のために
作業者が電話やメールで予定表と逐一比較

リアルタイムに情報が共有されるため
ひと目で分かる！

現場で帳票を起票する作業だけで�日�時間以上必要

自動で帳票が生成されるため工数が�時間

効
果

弊社では�機種の生産に最大��種類以上の帳票を使用していたた
め、まずは帳票を電子化することで生産管理の効率化を図る目的
でi-Reporterを導入しました。ただ、これだけでは工程表と帳票を
照らし合わせないと作業進捗の確認はできないという課題が残り
ました。

そこで、i-Reporter帳票とMES（製造実行システム）のデータを紐
づけて作業進捗の「見える化」する目的で、i-Repo Projectも導入し
運用しています。

具体的には、注文が入ると工期や工程をMESに投入し、細分化され
たタスクごとにスケジュールを設定します。このデータがWebAPI
を介してi-Reporterに自動入力され、それに基づきi-Repo Project
が工程に合わせた帳票を自動で生成するという仕組みです。現場
ではタブレットで帳票に作業実績を入力すると、入力されたデー
タがMESに送られ、MES上でこれらをもとに生産計画と実績情報を
組み合わせます。

こうすることで、生産計画と実績情報を組み合わせた製造工程の
予実が常に把握できるようになりました。実績はi-Repo Project
によりガントチャートなどでリアルタイムに見える化され、製造
が予定通りに進んでいるかを直感的に把握できます。委託先の工
場にもi-Repo Projectを導入したことで遠隔地の進捗管理も効率化
され、現在では電話やメールでの報告を受けなくても画面を開け
ばひと目で進捗状況がわかるようになっています。

オーダーを入れるとすぐにi-Reporter帳票が生成されることも非
常に優れた機能だと感じています。以前は現場で帳票を起票する
作業だけで�日�時間以上かかっていたのですが、自動で帳票が生
成されるため、その工数が�時間になりました。

生産企画部

生産企画部 マネージャー　田島 光輝 氏

高徳 康行氏

今後の展望

進捗管理の「見える化」により蓄積されたデータを活用し
ビジネスの新たな価値創造へ

i-Reporterとi-Repo Projectを導入したことで、ようやく進捗管理のデジタル化と「見える化」の基
盤が構築できました。その成果は大きいのですが、進捗管理の「見える化」が実現した一方でその
過程で生じた作業実績のデータは日々膨大に蓄積され始めています。

こうしたデータを分析し、業務プロセスの最適化などの改善につなげていくことがアドバンテス
トの次の目標です。さらにはそのデータを利活用してビジネスの新しい価値創造に向けての活動
を行うべく検討していきたいと考えています。


